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2021 年度 多言語高校進学ガイダンスの振り返り

        コロナ禍の 2021 年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　枦木　典子 
　2021 年もコロナ禍の中で過ぎようとしています。ワクチン接種により人の流れが緩和され、
少しずつ、以前の生活が戻ってくると期待した 11 月、12 月ですが、世界では、また、あらた
な感染の波が拡がりつつあります。
　当センターの活動もコロナ感染症拡大の影響を受けた 1年でしたが、移転をはじめとして多
くのみなさまの温かいご支援をいただき、活動を継続することができました。心より感謝申し
上げます。
　この 1年を振り返ると既にあった問題がよりはっきり見えてきたように思います。教育相談
では、「日本で子どもと生活する計画を立てていたが、コロナにより、呼び寄せることが難しく
なった」「予定外の時期に、入国となったため子どもの学校への編入や入試情報がわからない、
どうしたらいいのだろう」、さらには、既に日本で生活している中学校や高校に在籍している子
どもたちや保護者、教員の方々から、「日本語や教科の学習での力をもっとつけたい」「中学校
卒業後にあらためて日本語を学習して進学を考えさせたい、勉強できる場を探している」といっ
た切実な相談が続きました。また、学齢超過の子どもたちの学び場である「たぶんかフリースクー
ル」では、入国制限もあり、生徒総数は２2名（12 月 10 日現在）と例年の約半数となっています。
中には、入国後、1年近く家にいて、学びにつながらなかった生徒がいました。
　当センターでは、コロナ禍の中学生、高校生が学ぶ機会を増やすことを目的に、「コロナに負
けるな！浅井スクスク基金」の助成を受け、荒川校では放課後教室、杉並校ではオンライン教
室の取り組みをあらたに始めました。今後も外国にルーツをもつ子どもたちが抱える課題に取
り組んで参ります。引き続き、ご支援のほど、どうぞ、よろしくお願いいたします。

◆ 10 月 30 日 ( 土 )　多言語高校進学ガイダンス新宿

　10 月 30 日 ( 土 ) に新宿コズミックセンターで「日本語を母語としない親子のための多言語
高校進学ガイダンス」( 以下、進学ガイダンス ) を、新宿未来創造財団との共催で行いました。

　当日、相談者は 35 家族 69 人で、11 の国
の親子が来場しました(表1)。通訳は中国語、
タガログ語、ネパール語、英語、タイ語、
ベトナム語の 6言語で対応し、高校の先生
やボランティア等をあわせると、参加者は
126 人となりました。

表 1 進学ガイダンス新宿の概要 
参加数（組） 35組  

(生徒 29人 保護者等 40人) 
ルーツのある国 ネパール、中国、フィリピン、 

韓国、ベトナム、タイ、 
アメリカ、インドネシア、 
スリランカ、パナマ、ペルー 

 



学年 組数
中３ 20
中２ 7
中１ 2
既卒 6
合計 35

表2
相談家族の組数(学年別)
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・多文化共生センター東京　HP　　　　　　　　　
　https://tabunka.or.jp/　
・多言語高校進学ガイダンス in Tokyo　HP　　
　http://www.tokyoguidance.com

　今回は、受験を控えた中学 3年生や既卒の
学生の相談だけでなく、日本に来たばかりで
入試の仕組みがよく分からない中学 1・2年生
の親子や ( 表 2)、新型コロナ感染症の影響で
来日時期がずれてしまった子どものために保
護者が相談しに来たブースも多かったです。

　今年度の進学ガイダンスは新宿会場で終わりとなりましたが、高校進学についての資料や新しい
情報は当センターや進学ガイダンスのホームページで配信していますので、活用してください。

◆　2021 年の進学ガイダンスを振り返って

　この進学ガイダンスは、多文化共生センター
東京のほか、11 団体で実行委員会を構成し、
毎年 6回開催しています。これまで 20 年以上
にわたって実施されてきました。当センターは
毎年、文京会場と新宿会場の 2回を担当してい
ます。

新宿会場の様子

　2021 年度の進学ガイダンスは、文京、武蔵野、
品川、八王子、大田、新宿の 6会場で、対面で
の説明会や教育相談が行われました。相談者の
数は 6会場をあわせて 146 家族 291 人で、16
の国の出身の方が参加しました ( 表３)。

　どの会場でも多かったのが中国、フィリピン、ネパール出身の方でした。
他方で、さまざまな国から来日した親子が高校進学についての情報を求め
て進学ガイダンスに参加していることから、有益な情報を確実に届けられ
るように、通訳や会場で配布する資料をはじめとして、多言語で対応でき
る準備をさらに進める必要が課題として見えました。
　コロナ禍の 2020 年と 2021 年については予約制での実施となり、一つ
の会場に入れる人数を大きく制限せざるを得ませんでした。そのため、
2019 年以前の 500 人を超える参加者からは、その数を大きく減らすこと
となりました ( 表 4)。これは新型コロナ感染症の感染防止のため、受験生を優先したことも一因です。
従来は、学年にかかわらず高校進学を目指す生徒が来場できた進学ガイダンスでした。人数制限によ
り参加できなかったことで、高校進学についての情報を十分に得られないまま進路を決めざるを得な
い生徒がいることが心配されます。

年度 人数
2021 291
2020 233
2019 534
2018 435
2017 671

表4
相談者の人数(年度別)

出身国 組数 出身国 組数
中国 53 ペルー 2

フィリピン 35 モンゴル 2
ネパール 29 アメリカ 1
韓国 6 スリランカ 1
タイ 4 パキスタン 1

ベトナム 4 パナマ 1
バングラデシュ 3 ブラジル 1
インドネシア 2 ミャンマー 1

総組数 146

表３　相談家族の組数（国別）
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たぶんかフリースクール荒川校

９月から１１月

　

たぶんかフリースクール杉並校

　杉並校では、週 2回 2時間ずつ数学の授業を行っています。今年度は生徒の数が少なく、
日本語がまだ不十分な生徒が多いため、例年は 7月ごろからの開講が遅れて、10 月から始ま
りました。現在、ベトナム・スリランカからの女子2名と、フィリピン・中国からの男子2名です。
　内容は、まず計算方法の確認と練習です。問題文の日本語が理解できるようになるには大
変ですが、計算だけならばできます。実際の計算で、やり方がいくつかあるものについては、
一番合理的で、まちがいが少ないと思われるものを生徒に紹介して練習してもらっています。
11 月現在、半数の生徒は計算問題がひと通り終わったところで、図形の問題に入っています。
　「たぶんか」には毎年多様な生徒がいて、中にはやんちゃ
な子がいたりしますが、今年はどういうわけか、皆とても
勉強熱心で、休憩時間も教室の外へ出ないでがんばっている
ので、びっくりしています。私もなんとか生徒たち一人ひと
りの要望に応えられるよう、努力していきたいと思います。　
                                                                                    【 講師　芥川 】

　夏学期終了後、大急ぎで引っ越しを済ませ、荒川校の秋学期は新しい校舎の教室で始まりま
した。新校舎はビルの 2階のワンフロアをパーティションで区切って、教室、講師控室、事務
局として使っています。生徒は前とは違った環境にもすぐに慣れ、明るくオープンなスペース
で落ち着いて日本語や教科の勉強をしています。
　現在は、２クラス、１３名の生徒です。例年に比べると人数が少なめですが、出身は中国、
フィリピン、パキスタン、タイ、ミャンマー、ネパール、エチオピアと多国籍にわたっていま
す。社交的で活発な生徒が多いので、すぐに仲良くなっています。　　　　　　
　11 月からは受験に向けての準備として、面接のための練習帳を書き始めています。自分の
紹介、言いたいこと、感じたことを日本語で表現する力がだんだんついてきたように思います。
みんな心の中に言いたいことがたくさんあったんだなぁと分かりました。
　コロナ禍で授業時間の短縮やイベントや学校見学などが制限される中でも、生徒たちは日々
たくましく成長し、日本語も日ごとに上達しています。多文化卒業式まであと４か月、限られ
た時間の中ですが、少しでも多くのことを学んで欲しいと思います。   　　　      【 講師   井上 】
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イベント報告オンライン
　たぶんかフリースクールでは、支援企業のボランティアさんと一緒に、ウォークラリーや遠足等
を行ってきました。昨年度は残念ながらコロナ禍のため中止となりましたが、今年度はオンライン
で 2つの行事を行うことができました。どうやったら伝わるのかとお互いに工夫をしながら交流
したことで、とても充実した時間になりました。ボランティアのみなさま、どうもありがとうござ
いました。

9 月 25 日　交流イベント

 

　9月 25 日に UBＳグループの社員さんと、同社
と東京ボランティア・市民活動センターが行う若
者支援（BBC プログラム）に参加する高校生と交
流しました。ほとんどの生徒が自宅から参加する
初めての形での行事です。生徒たちは学校生活を
スライドで紹介し、その後はグループに分かれて
ボランティアさんとゲームをしました。秋からフ
リースクールに入学して日本語の勉強をはじめた
ばかりの生徒も、クラスメイトに助けてもらいな
がら楽しみました。

11 月 13 日　オンライン ・ トラベル

　コロナ禍のため、日本に来てから旅行に出
かけたことがない生徒がほとんどです。11 月
13 日には、Salesforce の社員さんに、オンラ
インで東京タワー・富士山・横浜の 3か所を
案内していただきました。生徒たちの感想を
紹介します。

自分の国のことを紹介しました！

　（写真はネパール出身の生徒）

イベント後には、 ボランティアさんに

　　　 お礼の手紙を書きました。

 

 
　　東京タワーに行ったことがないので、

スライドを見て、 とてもすばらしかったです

 

 
　　　　ふじさんにいって　

たくさんしゃしんを　とりたいです

 

 
　　よこはまの町が

きれいだとおもいました。
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荒川区　ハートフル日本語適応指導事業

東京都　高校支援事業　（都立杉並総合高校）

行政との協働事業

　今年度の在京枠で入学した生徒は６名。その他一般入試で入学した日本語を母語としない
生徒２名を加えて、５ヶ国出身の８名で、昨年度と同様に週２回、火曜と金曜の通常の時間
割のあとに「日本語実践」という授業を始めました。ただ、そのうち１名の生徒は、保護者
のお仕事の都合で帰国してしまい、現在の生徒数は７名です。帰国する生徒には、みんなで
色紙にお別れの言葉や絵をを書いてプレゼントしました。残った生徒たちも、人数が少ない
せいか、とても仲がいいです。
　コロナのせいで授業がつぶれることが多く、日本語の授業の方はなかなか計画通りにはい
きませんが、テスト前には一週間ほど毎日テスト勉強の時間を取って、みんなで教えあった
りしながら勉強しています。またこのテスト勉強の時間には、昨年入学した２年生の生徒の
希望者も参加しています。
　日本語の難しい科目の勉強には苦労していますが、日本人の友達も徐々に増え、何人かの
生徒はクラブにも入って、高校生活をエンジョイしているようです。
やっとコロナも落ち着いてきて、少しずつ通常の学校生活に戻り
つつあるこの頃です。
　　　　　         【 多文化共生スクールコーディネーター 　小綿 】

　9月からのハートフルの活動は午前の通室クラスに１名の中学生、夕方からの補充クラス
に夏休みからの 5名と、9月からの 1名の中学生、２名の小学生を新たに迎えて始まりました。
　朝のクラスでは先生と生徒がじっくりと一対一で、夜のクラスでは賑やかなクラス授業が
行われました。６名の中学生をシニアチーム、２名の小学生をジュニアチームとして、２名
の講師がそれぞれを担当しました。シニアは中３生が学習を引っ張り、中１,2 生がその背中
を追います。生徒それぞれのスピードは違いますが、確実に成長している様子が感じられま
した。ジュニアは２時間近い夕方の学習に集中力が続かないこともありましたが、授業最終
日には「私の国 /町」の発表を堂々としてくれました。残暑の頃から始まったクラスも、11
月半ばまでに補充の 8名が学習期間を終え次々と巣立っていきました。現在は通室に残る 1
名に、新たに 3名の生徒を迎えて続いています。
　ハートフルは日本語初期指導を目的とした活動ですが、教科学習という高い壁にも向き合
う子供たちへの支援も課題です。夏休みの宿題や定期考査への
サポートなど、試行錯誤を続けながら、縁あって日本へやって
きた子供たちに寄り添っていきたいと思っています。
                                                                                       　 【 講師　石塚 】
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ボランティアの

　コロナ禍でボランティア参加がすっかり止まっていたのですが、今年の 6月からオンライン
で再び参加し、11 月に新しい荒川校に初めてお邪魔しました。
　オンラインの活動をやってみるとボランティアにとっては意外と悪くないことに気がつきま
した。世界のどこからでも参加できますし、移動しないで済む分だけ時間の融通も利きます。
インターネットにはちびむすドリルを始めとする無料の教材が多くあり、学習者が手ぶらで参
加しても困りません。却って学習者の手元にある教科書を使って勉強するほうがカメラに教科
書を写してもらう必要があるだけ難しいです。
　学習支援後の振り返りの時間では、オンラインの場合はボランティアさん一人一人のお顔と
お名前をしっかり見ながらお話しを聞くことになるので、私個人の気持ちとしては全てのボラ
ンティアさんとの心理的な距離が実際の教室で行う活動のときよりも縮まりました。
　土曜日の教室には高校入学を目指す人だけではなく小学生や高校生、大人の日本語学習者も
来るので、オンラインと校舎での活動両方が続けられたら、より多くの人たちをサポートでき
るんじゃないかと思います。私も自分の都合に合わせて両方のやり方で長くボランティアを続
けたいと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    【 ボランティア　田原 】

　４年ほど前、こちらのボランティアを知りました。言葉で苦労し、孤独を感じる子どもたちが
いるということを頭ではわかっていましたが、日本語学校など、自分の意志で来日する留学生と
は違い、それぞれの事情で日本へ住むことになった子どもたちに初めて会いました。
　最初は「今日のこの時間に何ができるのか」と気負っていた気がします。とくにオンラインになっ
てからは、ネット教材や、zoom機能を駆使しようとか、毎回異なる相手に、それぞれの希望や必
要なことをと、考えすぎていたかもしれません。それに気が付いたのは、久しぶりにマッチング
で再会した子の、言葉や表情の成長ぶりを見たときです。ここへ参加する、勉強する、話すだけ
でもいいし、その気持ちを持ち続けられるような小さな役に立てばいいのかなと思えるようにな
りました。（もちろん大きな成果も渡せたらいいのですが）
　細やかに支えてくださるスタッフの方はもちろん、ボランティアのみなさんの個性も豊かで、
振り返りも楽しいです。
　コロナが終息するまで、オンラインでの活動と教室での活動
を同時に行う状況がしばらくつづきそうですが、少しでも彼ら
の笑顔と、自信が増えることを願っています。     
　　　　　　　　　　　　　　　　【 ボランティア   S・M 】

10 月から教室での支援が再開しました！



基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に起

因する社会的不公平によって、誰もが

等しく持つ権利が損なわれる不公平を

是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づくり

や安心して自分を出せる居場所づくりによ

り、少数者自らが自分自身を支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれてい

る状況を理解するとともに、多文化共生社

会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）を理

解し、多数者である「日本人」も変わり、

少数者とともに生きていく。

多文化共生センター東京の趣旨に賛同し、団体運営にかかわってくださる方

■ 正会員　年会費 5,000 円（年次総会での議決権あり）

■ 賛助会員（個人）1 口  年会費 3,000 円 ( 複数口可 )

■ 賛助会員（団体）1 口  年会費 30,000 円 ( 複数口可 )

当座 0407588

加入者名：

トクヒ）タブンカキョウセイセンタートウキョウ

ゆうちょ銀行　〇一九店　　
名義：多文化共生センター東京多文化共生センター東京

ホームページよりお申込み

多文化共生センター東京の活動や、当団体で学ぶ子どもたちをサポートするさまざまなご支援方法があります。

00110-8-407588

振込用紙に、銀行振込の場合はお振込後に

メールや電話で、「入会希望」もしくは「寄付」

をご指定いただき、名前・住所・電話番号・

メールアドレス・ニュースレターへのお名

前掲載の可否をお知らせ下さい。

正会員
賛助会員

経済的な理由から「たぶんかフリー

スクール」の授業料を負担すること

が難しい家庭の子どもたちへの支援

多文化共生センター東京

の活動全体へのご支援

毎月定額のご寄付を継続的にお寄せいただくご支援
（月額 1000 円、3000 円、5000 円、10000 円）

その他任意の金額も設定いただけます

※詳しくはホームページ、またはお気軽にお問い合わせください。
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事務局・たぶんかフリースクール荒川本校
Tabunka free school, Arakawa Main Campus
所在地：〒116-0002　東京都荒川区荒川 3-74-6　メゾン荒川Ⅱ 201 号室
Maison Arakawa Ⅱ　Room 201  3-74-6  Arakawa, Arakawa-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6807-7937　Ｅ-mail：info@tabunka.or.jp

Open：火曜日～金曜日 9：30 ～ 18：00　土曜日 11：00 ～ 19：00

Access： JR三河島駅から徒歩 5 分、 千代田線町屋駅から徒歩 12 分

              京成線新三河島駅から徒歩 5 分

たぶんかフリースクール杉並校  Suginami Campus
所在地：〒167-0021 東京都杉並区井草 2 丁目 35-5
２-３５-５ Igusa, Suginami-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6915-0200

Open：火曜日～金曜日 9：30 ～18：00

Access：西武新宿線「井荻」駅北口から徒歩 15 分、「下井草」駅北口から徒歩 12 分

　　　　  西武池袋線「富士見台」駅南口から徒歩 18 分

　https://tabunka.or.jp/

　facebook.com/tabunkatokyo

　@tabunka_tokyo

地図は、上の QR コードをご利用ください。
多文化の HP の「連絡先・アクセス」に
つながります。


